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今月の表紙　みんなで力を合わせて今月の表紙　みんなで力を合わせて
ひらふ祭り　こども神輿ひらふ祭り　こども神輿

特集特集
空き家等の適正管理に関する条例の制定
倶知安・サンモリッツ姉妹都市提携50周年記念事業
～相互訪問を終えて 50年の友好を想う～

ＮｅｗｓあらかるとＮｅｗｓあらかると
50th Anniversary 第10回『通信員による交流』

今年はサンモリッツとの
姉妹都市提携50周年です



　JA ようていの駐車場で、第 18 回 JA よう

てい農業祭が開催されました。地元の農産物

を使った料理や、特産物の即売会などが行わ

れ、来場者はようていの“美味しい”を思う

存分堪能していました。

　小学 5年生を対象とした「ワンダーキッズ」

事業の一環で、夏休み最後の土曜日に羊蹄山

に登りました。初めて登る子がほとんどでし

たが、険しい道のりを参加した 19 人で協力

しながら登り切りました。

　文化福祉センターにおいて、「JAZZ in 倶

知安」が開催されました。今年の 4月に羊蹄

山麓地域の小中学生で結成された「Mt. よう

てい・ジュニア・ジャズスクール」も舞台に

立ち、観客を楽しませてくれました。

　平成 4年から自然公園指導員として、羊蹄

山の自然保護や利用者へのマナー啓発などの

活動をしてきた矢吹俊男さん（右）が、環境

省自然環境局長表彰を受賞し、宮川後志総合

振興局長（左）より伝達されました。
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ー表紙の写真についてー
　8月 23 日（土）に、サンスポーツランドくっちゃんにおいて「ひ

らふ祭り」が開催されました。会場では地元の飲食店などが屋

台を出しており、キッズダンスのパフォーマンスやレゲエステー

ジなどのイベントも行われ、大いに盛り上がっていました。

8 16 名峰羊蹄に挑戦 8 19 羊蹄山を守り続けて

8 23 ジャズの音色が響き渡る8 23 “美味しい” がたくさん

　風土館ワークショップ「藍染をやってみよ

う」に参加した 11 名が、タデアイという植

物を使い藍染に挑戦しました。写真では伝わ

りにくいですが一つ一つ色に違いがあり、自

分だけの色に皆さん満足していました。

9 7 世界に一つしかない色

　健康相談や福祉機器の体験ができるくっ

ちゃん福祉まつりが、中央公園で開催されま

した。花と緑のまちづくり推進委員会による

花壇コンクール表彰（写真）のほか、さまざ

まなステージイベントも行われました。

8 31 お祭り会場で健康チェック



　

空
き
家
が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
建

物
の
状
態
が
良
け
れ
ば
「
住
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
も

重
要
な
考
え
方
で
す
。長
く
使
用
し
て
き
た
住
宅（
空

き
家
）
は
愛
着
の
あ
る
大
切
な
財
産
で
す
が
、
将
来

の
管
理
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、売
る
・

貸
す
こ
と
も
有
効
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

　

倶
知
安
町
を
含
む
後
志
管
内
に
は
『
し
り
べ
し
空

き
家
バ
ン
ク
』
制
度
が
あ
り
、
北
海
道
後
志
総
合
振

興
局
、
管
内
市
町
村
、
不
動
産
の
専
門
家
団
体
が
連

携
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
不
動
産
取
引
に
は
不
安

が
つ
き
も
の
で
す
が
、
行
政
が
関
わ
る
「
安
心
」
と

取
引
の
専
門
家
（
宅
建
業
者
）
が
間
に
入
る
「
安
全
」

な
制
度
で
す
。

　

空
き
家
等
は
管
理
意
識
が
薄
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
財
産
と
し
て
の
「
権
利
」
は
、
管
理

す
る
「
義
務
」
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
管
理

不
全
で
他
人
に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
損
害
賠

償
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
管
理
に
つ
い

て
今
一
度
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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空
き
家
等
の
件
数
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

は
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
町
内
会
に
協
力
い
た
だ
い
て
実
施
し
た
実

態
調
査
で
は
町
内
に
約
50
棟
の
空
き
家
等
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

建
物
は
個
人
（
ま
た
は
法
人
）
の
財
産
で
あ

り
、
空
き
家
で
あ
っ
て
も
『
管
理
は
所
有
し
て
い
る

個
人
（
ま
た
は
法
人
）
の
責
任
』
で
す
。

　

町
で
は
、
空
き
家
等
が

危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
、
所
有

者
の
管
理
責
任
を
明
ら
か

に
し
、
町
民
の
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
と
良
好
な
生

活
環
境
、
そ
し
て
景
観
の

保
全
を
目
的
と
し
て
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。（
９
月
４
日
施
行
）

　

条
例
で
は
空
き
家
等
の
管
理
責
任
が
所
有
者
に
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
適
正
な
管
理
を
促
す
と

と
と
も
に
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
行

政
手
続
き
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

　

住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
な
ど
の
建
物
と
看

板
類
な
ど
の
工
作
物
で
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い

も
の
。

・
建
物
の
倒
壊
や
建
築
材
の
飛
散
な
ど
に
よ
り
、
生

命
、財
産
等
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
状
態
。

・
火
災
や
犯
罪
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
状
態
。

・
周
囲
の
生
活
環
境
に
害
を
与
え
て
い
る
状
態
。

・
周
囲
の
景
観
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
る
状
態
。

・
空
き
家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

・
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
補
修
、
除
却
、

除
雪
な
ど
の
改
善
を
す
る
こ
と
。

・
空
き
家
等
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
努
め
る
こ

と
。

　

空
き
家
等
に
つ
い
て
、
所
有
者
が
危
険
な
状
態
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
な
取
組
み
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
空
き

家
等
に
つ
い
て
、
状
況
を
確
認
し
、「
危
険
な
状
態
」

と
判
断
し
た
場
合
に
は
所
有
者
に
対
処
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
建
物
の
管
理
に
要
す
る
費
用

は
所
有
者
の
負
担
が
原
則
で
す
が
、
解
決
が
困
難
な

ケ
ー
ス
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
助
成
制
度
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
は
所
有
者
の
対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
通
行
人
な
ど
に
被
害
が
お
よ
ぶ
と
判
断

し
た
場
合
に
は
所
有
者
に
替
わ
り
応
急
的
な
対
策
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
か
か
っ
た
費
用
は
所
有

者
に
請
求
し
ま
す
）

管
理
さ
れ
な
い
危
険
な
空
き
家
に
な
ら
な
い
た
め
に

【
空
き
家
等
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
す
】

条
例
の
概
要

条
例
に
関
す
る
Q
&
A

空
き
家
の
有
効
活
用
〜
空
き
家
バ
ン
ク
〜

空
き
家
等
と
は
（
第
２
条
）

危
険
な
状
態
と
は
（
第
２
条
）

所
有
者
の
責
務
（
第
３
条
）

町
の
責
務
（
第
４
条
）

行
政
は
何
を
す
る
の
？

空
き
家
等
の
解
体
な
ど
の
補
助
金
は
あ
る
の
？

倒
壊
な
ど
緊
急
時
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
？

し
り
べ
し
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

町
企
画
振
興
課
景
観
対
策
係　
　

☎
56
―
８
０
１
２

後
志
総
合
振
興
局
建
設
指
導
課　

☎
23
―
１
３
７
３

適正な管理が行われてい
ない場合の町の手続き

実態調査

所有者把握

立入調査

指導・助言

勧　告

命　令

公　表

代執行

～
倶
知
安
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
～



　6 月 30 日～ 7 月 9 日の日程で、福島町長、鈴木議長、

役場職員 2 名に、町民海外研修事業参加者として 19 名の

町民の皆さまを加えた計 23 名でスイス・サンモリッツを

訪問してきました。訪問を終え、スイス・サンモリッツで

の交流事業や研修の成果の報告会を 8 月 25 日に行いまし

た。

　報告会では、はじめに 5月にサンモリッツからアスプリ

オン市長を含む 6名の方が来町されたときの様子を簡単に

報告した後に、サンモリッツへの訪問の様子を写真や動画

感など、訪問者がそれぞれの視点から見たサンモリッツを

話してくださいました。

　その中でも、訪問者の多くが「とてもきれいな町」と話

してくれました。きれいと言っても、景観の美しさだけを

指したものではありません。道端の雑草はきれいに整備さ

れており、ごみ一つ落ちていないそうです。同じ観光地で

ある倶知安はと言うと、残念ながら道端でごみを見かける

ことがあります。訪問者の一人は、「倶知安・ひらふも有

名な観光地だからこそごみの問題に力を入れて、きれいな

ひらふを実現できれば、お客さんも気持ちよく観光ができ

ると思います」と話していました。

　今回のサンモリッツへの訪問は、倶知安が取り組むべき

課題に改めて目を向けるきっかけとなったのではないで

しょうか。ごみに関しては町も現状を認識し、改善に向け

て取り組んでいます。サンモリッツの町並みは、これから

倶知安が目指すべき姿として参考になると思います。

倶知安・サンモリッツ姉妹都市提携 50 周年記念事業

～相互訪問を終えて 50 年の友好を想う～
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　昭和 39（1964）年に始まった、スイス・サンモリッツとの姉妹

都市という友好関係は、50年の時を経た今も続いています。今年は、

姉妹都市提携 50 周年を記念して、初めて同じ年に訪問し合うこと

ができました。

　今回のサンモリッツへの公式訪問は 14 年ぶりのことです。この

訪問を終えたことで姉妹都市提携 50 周年交流事業は一つの区切り

を迎えました。今月の特集では、サンモリッツ姉妹都市提携 50 周

年記念事業実行委員長の本田さんと福島町長から今年の交流の総括

や、今後の姉妹都市交流についてのお考えをお聞きしたので、サン

モリッツ訪問の報告会の様子と併せてお伝えいたします。

平成 26年度町民海外研修事業報告会を開催しました

　

自
分
の
目
で
見
て
き
た
ス
イ

ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽

　

町
長
は
、
も
っ
と
短
い
周
期
で

訪
問
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い

の
で
は
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▽

　

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
受
け
た
歓
迎

の
様
子
な
ど
、
動
画
を
多
め
に
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

▽

を交えたスライドショーを用いて報告しました。訪問者の

方々は、スライドを見ながら当時の様子を思い出していた

ようです。また報告会に参加された方々は、写真や動画を

通じて見るスイス・サンモリッツの様子に驚きの声をあげ

ていました。

　その後は訪問者の方々から、訪問の感想をお聞きしまし

た。世界トップの観光地としてのおもてなしや、PR に力

を入れている点、美しく雄大な自然、行政と民間との一体 　訪問団の一員で、この報告会にもご出席いただいた鈴木

議長は、「今年は 50 周年ということでしたが、これからも

100 年を目指して、さまざまな形でお互いに発展できるよ

うに、そして国際交流ができるように、みんなで頑張って

いきたいと思っております」と話していました。50 年と

いう節目の年を迎えた倶知安とサンモリッツは、次の歴史

を刻み始めています。50 年の歴史を未来につなげるため、

青少年交流事業をはじめ、これからもさまざまな交流を推

進してまいります。
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姉妹都市スイス ・ サンモリッツへ行ってきます！

サンモリッツでホームステイ～青少年交流事業～

　7 月号の広報紙折込等で応募

した、平成 26 年度姉妹都市サ

ンモリッツとの青少年交流事業

の派遣者 2 名が決定しました。

2 名は 9 月 29 日～ 10 月 9 日の

日程でスイス・サンモリッツを

訪問し、学校や観光名所などを

見学してくる予定です。

　青少年交流事業としてサンモ

リッツと交換留学を始めて今年

で 18 年目です。倶知安からは、

今回の 2 名を含めて計 21 名が

留学しています。

　また、今年は姉妹都市提携

50 周年でもあります。記念す

べき年に倶知安から留学生を派

遣することは、きっと倶知安・

サンモリッツの交流のさらなる

発展につながることでしょう。

留学する 2名にとっても、外国

の地で多くを学ぶ貴重な機会と

なるはずです。

　ここでは、留学生として派遣

される 2名から抱負を伺ったの

で、ご紹介します。

　私は、今回の留学生を決める面接試験

に合格できるとは思っていなかったの

で、合格の通知が来たとき、とてもびっ

くりしたし、嬉しかったです。

　サンモリッツでは、日本では見られな

いような 3000 から 4000 ｍ級の雄大な

山々や氷河などの、すばらしい景色を見

たいと思っています。

　スイス・サンモリッツの文化・伝統を

学んで、たくさんのことを経験してきた

いと思います。

渡
わたなべ

辺　真
ま お

生（倶知安中学校 3年）

　以前からサンモリッツが倶知安と姉妹

都市だということに大変興味があり、今

回交換留学として現地に派遣していただ

けることをとても嬉しく思っています。

　近年倶知安には、世界中から多くの外

国人観光客が訪れていますが、スイスか

らの観光客はまだまだ少ないと聞いてい

ます。この機会に、沢山のサンモリッツ

の人達が倶知安に来てみたいと思っても

らえるような PR をしていきたいです。

　また、サンモリッツならではの食や文

化に触れ、そこで得た多くの貴重な経験

を将来に生かしていきたいです。

小
こばやし

林　沙
さ き

季（倶知安高校 3年）

　サンモリッツ姉妹都市提携 50 周年という記念すべき年を

迎え、14 年ぶりのサンモリッツへの公式訪問を、議長をは

じめ 23 名の訪問団の代表として私も参加し、スイスを視察

研修してまいりました。市民から心温まる歓迎を受け、姉妹

都市提携 50 周年記念式典参加など一層の交流が図られ、観

光文化の研修を通じて友好の絆が一層深まる訪問となりまし

た。9 千 km 離れた地、標高 1800m にある街は、とても景色

の良い、街並形成も整った素晴らしい街でありました。正に

「トップ オブ ザ ワールド」に相応しい観光リゾート地であ

ると感じました。

　サンモリッツと倶知安は昭和 39 年に、スイス・日本間で

は初となる姉妹都市提携を結びました。今考えると大変な勇

気と度胸、そして時代を先読みされた 4代前の高橋町長に改

めて敬意を表したいと思います。　

　訪問を終え、今後も青少年交流をはじめとする交流事業を

実施してまいりたいと思いを新たにしました。特に公式訪問

が 14 年ぶりと期間が空いてしまったので、10 年に一度の節

目ごとに訪問できればと考えております。人の行き来を活発

にし、サンモリッツと直に触れ合う機会を増やすことで、友

好関係を一歩進んだものにしていきたいと考えております。

　最後になりますが、5 月末のサンモリッツ訪問団来町や、

今回のサンモリッツ訪問などの事業にご協力いただきました

関係各所の皆さま、町民の皆さまに深い感謝を申し上げます。

今後も姉妹都市交流へのご理解・ご協力をお願いいたします。

～スイス・サンモリッツ公式訪問

を終えて～　14 年ぶりの公式訪問

倶知安町長　福島　世二

未来に向かって

50 周年記念事業実行委員会

委員長　本田　哲

　明治 45 年のスキー伝来以来、昭和 24 年国立公園、昭和

38 年国定公園の制定、そして昭和 39 年サンモリッツと姉妹

都市提携、2 度の国体開催という歴史から倶知安の先人たち

はこの地が世界的に価値があると確信していたのだろうと考

えます。特に今年で 50 周年を迎えたサンモリッツとの姉妹

都市提携は、倶知安が国際リゾート都市となることを当時か

ら見据えていたことに驚き、現在の素地を築き上げられたこ

とに感謝申し上げます。

　昨年の 8 月から実行委員会で 50 周年を迎えるにあたり、

今後の姉妹都市の在り方などを検討して参りましたが、その

中で意見が強かったのは「継続的な人材交流」「国際リゾー

ト都市のモデルとして学ぶ」という 2点でした。

　交換留学生制度は子供たちが世界観を養い、故郷を見つめ

直し知る絶好の機会であり、将来の倶知安を担う人材育成に

繋がってます。今後この人材交流がもっと多くの子供たちが

経験できる仕組みにしていくことが国際リゾート都市倶知安

の実現への大きなステップとなることと思います。また、5

月のシギ市長の来町、7 月のサンモリッツへの訪問では現在

の倶知安が国際リゾートとして進化する中で大変参考になり

得るものが多かったと報告があります。

　これからの 50 年、100 年先を見据えた倶知安町づくりを

サンモリッツと共に歩んでいくことが我々の使命であると思

います。



広報くっちゃんあらかると 10 月号
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[

町
内
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す]

葉
の
違
い
が
倶
知
安
と
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
の
交
流
に
お
い
て
大
き
な
課
題
で

と
、
７
月
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
へ
の
町
民
海
外

研
修
と
両
方
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
派
遣
団
の
倶
知
安

訪
問
で
は
、
通
信
員
と
し
て
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

と
の
連
絡
担
当
に
加
え
、
実
際
に
派
遣
団
訪

問
の
際
に
は
千
歳
へ
の
お
迎
え
、
お
見
送
り

ま
で
毎
日
通
訳
を
兼
ね
て
、
３
日
間
全
行
程

ご
一
緒
致
し
ま
し
た
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
団
員

は
、
倶
知
安
の
厚
い
歓
迎
と
対
応
に
大
変
感

言した
。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
両
自

治
体
に
通
信
員
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
側
の
通
信
員
は
、
ラ
イ
ン

ハ
ル
ト
・
ポ
ー
リ
ン
ガ
ー
さ
ん
（
写
真
１
）

で
す
。
ラ
イ
ニ
ー
さ
ん
（
愛
称
）
は
、
少
し

で
す
が
日
本
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
、
倶
知

第 9回『通信員による交流』

激
し
て
お
ら
れ
、

特
に
全
員
日
本
食

が
大
好
き
で
、
ど

の
食
事
も
大
変
美

味
し
い
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

７
月
の
町
民
海

外
研
修
は
町
民
と

し
て
の
参
加
で
し

た
が
、
事
前
か
ら

安
に
も
何
度
か
来
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
平
成

９
年
に
通
信
員
に
な

り
、
メ
ー
ル
で
の
情
報

提
供
や
、
倶
知
安
か
ら

の
留
学
生
の
お
世
話
も

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

倶
知
安
側
の
通
信
員

は
、
九
津
見
真
由
美
さ

ん
（
写
真
２
）
で
す
。
九
津
見
さ
ん
は
英
語

が
と
て
も
堪
能
で
、
５
月
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

の
方
々
が
来
町
し
た
と
き
に
は
通
訳
も
務
め

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
７
月
の
町
民
海
外
研

修
に
も
参
加
し
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
方
た
ち

と
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
通
信
員
は
九
津
見

さ
ん
で
３
代
目
で
す
（
平
成
16
年
〜
）。

　

ラ
イ
ニ
ー
さ
ん
と
九
津
見
さ
ん
。
２
人
の

通
信
員
が
英
語
で
情
報
交
換
を
し
合
う
こ
と

で
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
交
流
事
業
す
べ
て
に
参
加
さ
れ
た

九
津
見
さ
ん
か
ら
、
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
度
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ･

倶
知
安
姉
妹

都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
５

月
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
派
遣
団
の
倶
知
安
訪
問

の
準
備
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
担
当
し
ま
し
た
。
３
日
間
の
滞
在
日
程
に

関
し
て
の
連
絡
は
、
複
雑
な
部
分
も
多
く
大

変
で
し
た
が
、
実
際
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
滞
在

は
と
て
も
楽
し
く
勉
強
に
な
り
、
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
側
の
素
晴
ら
し
い
お
も
て
な
し
で
心

に
残
る
素
敵
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長
は
倶
知
安
の
方
々

が
大
変
よ
く
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
お
礼

で
す
と
仰
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
好

機
を
与
え
て
下
さ
っ
た
倶
知
安
町
に
感
謝
致

し
ま
す
。
ま
た
通
信
員
と
し
て
今
後
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

１１２２

通
信
員
・
九
津
見
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

お知らせ第4弾　もやせるごみの固形燃料化処理まで5カ月！

★平成 26年 12月から分別を試行します★

【今回はおむつの捨て方です】

大人用も子供用も汚物はトイレに捨て

ましょう

おむつ等衛生ごみだけ

でもやせるごみ袋（小

サイズ）に余るようで

したら、透明か半透明

の袋に入れて、もやせ

るごみ袋に一緒に入れ

て出しましょう。

おむつ等の衛生ごみ

もやせるごみ袋

使ったおむつは丸めて汚物入れの中に
もやせるごみ

衛生ごみ以外
おむつ等の

衛生ごみ

もやせる
ごみ袋

お問い合わせ
★町環境対策課　　

　　　☎ 0136-56-8008
★清掃センター　　

　　　☎ 0136-22-5355

おむつ等の衛生ごみが多い場合、他のもやせるごみ

と分けてもやせるごみ袋に入れて出して下さい。

収集したごみは手作業で固形燃料化するごみと衛生ご

みに分けますので、ご協力をお願いします。



北海道原子力防災訓練

広報くっちゃん あらかると

－7－

（写真左から）全道野球出場チームの代表者 4 名／全道陸上出場の小学生／
中体連全道大会出場の中学生

北海道原子力防災訓練
次のとおり原子力防災訓練を行います。

皆さまのご協力をお願いいたします。

◆訓練日：平成 26 年 10 月 24 日（金）

◆避難先：伊達市大滝区（湯元第二名水亭）

◆時　間：11 時頃～ 18 時頃（夕食（非常食）あり）

◆訓練の流れ（町民関係分）

訓練参加対象町内会等
①六郷親交会　　②六郷自治会　　③羊蹄団地自治会

④琴和町内会　　⑤七栄振興会　　⑥法人八号振興会　

⑦東栄会　　　　⑧北部連合会　　⑨巽・豊岡連合会

⑩八幡連合会　　⑪寒別連合会

※次回訓練から、避難先の選定によって訓練対象町内会

が決まります。（来年度以降の訓練の避難先は千歳市、苫

小牧市、登別市、室蘭市のいずれかとなります）

「北海道シェイクアウト訓練」に参加しましょう！
◆日　時：平成 26 年 10 月 15 日　10 時 00 分～ 10 時 01 分（1分間の訓練）

◆場　所：その場で（今回の訓練は、主に屋内にいる方を対象とします）

◆方　法：① Drop!（揺れに倒される前に姿勢を低く）

　　　　　② Cover!（手や腕で頭や首を守って）

　　　　　③ Hold on!（揺れが収まるまで、じっとして）

◆参　加：www.shakeout.jp へアクセスし登録してください。

詳細は、町広報紙 10 月号折り込み

リーフレットをご覧ください。

お問い合わせ
町総務部総務課　☎ 0136-56-8000

12 時頃

旧東陵中学校へ

原則、徒歩避難開始

①

12 時 30 分頃

旧東陵中学校前か

らバスで出発

②
13 時 15 分頃

救護所（ルスツリゾート）

へ到着

（スクリーニング）

③

15 時頃

一時滞在場所

（大滝総合支所）へ到着

（受付・避難所振分け）

④
16 時頃

避難所

（湯元第二名水亭）へ到着

（避難所確認と夕食）

⑤

18 時頃

旧東陵中学校到着

（解散）

⑥

　

今
年
の
夏
も
、
小
・
中
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
大

活
躍
し
ま
し
た
。小
学
生
で
は
野
球
と
陸
上
競
技
、

中
学
生
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

陸
上
競
技
、水
泳
で
全
道
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
陸
上
競
技
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
く
、
小

学
生
全
道
大
会
に
は
19
名
の
児
童
が
出
場
し
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
競
技
に
お
い
て
４
名
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

中
学
生
陸
上
で
は
３
名
が
中
体
連
全
道
大
会
に

出
場
し
、
男
子
１
名
が
走
り
幅
跳
び
で
６
位
、
女

子
１
名
が
８
０
０
ｍ
で
４
位
、
１
５
０
０
ｍ
で
６
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。
女
子
８
０
０
ｍ
の
倶
知
安
中

学
校
３
年
住
吉
さ
ん
は
、
香
川
県
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
予
選

小
・
中
学
生
の
活
躍

全
道
・
全
国
大
会
へ
出
場
！

敗
退
で
し
た
が
、
全
国

の
舞
台
で
走
れ
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
競
技
で

も
、
入
賞
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
全
選
手

が
立
派
に
戦
い
抜
い
て

く
れ
ま
し
た
。
全
道
・

全
国
大
会
は
、
誰
で
も

出
ら
れ
る
大
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
入
賞
し
た

子
も
、
惜
し
く
も
成
績

が
振
る
わ
な
か
っ
た
子

も
、
大
舞
台
で
ラ
イ
バ

ル
た
ち
と
切
磋
琢
磨

し
、
全
力
で
戦
え
た
こ

と
は
、
今
後
に
活
き
る

と
思
い
ま
す
。
今
年
の

経
験
を
バ
ネ
に
し
て
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小牧市

②

⑥
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笑顔でイキイキ ! 健康らんど

いつまでも
みんな
生き生き

　

全
国
の
調
査
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
う
ち
、
認
知
症
の
人
は
推
計
で
約

15
％
、
４
３
９
万
人
に
の
ぼ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
今
後
も
認
知
症
の
高
齢
者
は

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
主
に
次
の
２
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

【
中
核
症
状
】　

物
忘
れ
、
時
間
・
季
節
・
場
所
の
感
覚

『
優
し
さ
の
ケ
ア
〜
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
〜
』
①

　

予
防
接
種
は
発
症
予
防
だ
け
で
な

く
、
か
か
っ
て
も
重
症
に
な
ら
ず
に
命

を
守
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

　

10
月
の
予
防
接
種
法
改
正
で
新
た
に

始
ま
り
ま
す
。
日
本
人
死
因
上
位
の
肺

炎
の
、
原
因
の
一
部
を
予
防
す
る
も
の

で
す
。
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
は
約
７
割

を
占
め
る
23
種
の
血
清
型
が
入
っ
て
お

り
小
児
の
も
の
と
異
な
り
ま
す
。
接
種

は
１
回
で
す
。

○
今
年
度
の
料
金
助
成
対
象
の
方

　

今
ま
で
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
く

次
に
該
当
す
る
方
で
で
す
。

①
「
満
65
歳

以
上
の
方
」

で
、
下
記
の

生
年
月
日
に

該
当
す
る
方

で
す
。

＊
次
年
度
以

降
、
対
象
の

生
ま
れ
年
が

１
年
ず
つ
ず
れ
て
い
き
ま
す
。
開
始
か

ら
５
年
間
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給

等
の
理
由
で
１
０
０
歳
迄
は
国
の
定
め

に
基
づ
き
５
歳
刻
み
の
対
象
年
齢
と
な

り
ま
す
。

②
「
満
60
〜
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機

能
不
全
の
方
」

○
町
の
料
金
助
成

接
種
料
金
の
半
額
の
千
円
未
満
を
除
い

高齢者等の定期予防接種のお知らせ

－8－

た
額
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

例
：
７
千
円
の
場
合
↓
半
額
は

３
５
０
０
円
な
の
で
、
町
助
成
３
千
円

と
な
り
残
４
千
円
自
己
負
担
。

＊
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
事
前
申
請
に

よ
り
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

◎
町
の
料
金
助
成
及
び
対
象
の
方

①
接
種
を
受
け
る
月
に
「
満
65
歳
以
上

の
方
」「
満
60
〜
65
歳
未
満
で
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
に
障
害
を
有
す
る

方
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
機
能
不
全
の
方
」：
１
回
の
接
種
。

自
己
負
担
千
円
程
度
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
：
13
歳
未
満
は

２
回
、
13
歳
以
上
は
１
回
の
接
種
。
自

己
負
担
無
料
。

と
も
に
、

☆
対
象
①
②
以
外
の
方
は
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

☆
①
②
の
方
で
、
や
む
を
得
ず
町
外
で

接
種
さ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
会
館
で
事

前
手
続
が
必
要
で
す
。

☆
町
内
実
施
医
療
機
関
、
開
始
時
期
等

に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
10

月
上
旬
折
込
予
定
の
新
聞
ち
ら
し
・
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ち
ら
し
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

10
月
10
日
頃
以
降
、
保
健
福
祉
会
館
窓

口
で
配
布
を
始
め
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
保
健
福
祉
課
保

健
指
導
係　

☎
22
―
１
１
４
４

が
わ
か
ら
な
く
な
る
、
理
解
力
・
判
断

力
の
低
下
、
計
画
・
予
定
が
た
て
ら
れ

な
い
な
ど

【
行
動
・
心
理
症
状
】

抑
う
つ
、
興
奮
、
徘
徊
、
妄
想
、
幻
覚
、

昼
夜
逆
転
な
ど

　
「
中
核
症
状
」
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て

み
ら
れ
る
症
状
で
す
が
、「
行
動
・
心

理
症
状
」
は
、
中
核
症
状
に
本
人
の
性

格
や
生
活
環
境
、
身
体
状
態
な
ど
の
要

因
が
加
わ
る
た
め
、
個
人
差
が
あ
り
、

介
護
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

認
知
症
の
人
は
記
憶
や
理
解
す
る
力

が
弱
く
な
り
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
が
わ
か
ら
ず
、
不
安
や
混
乱
に
よ

り
、
介
護
を
拒
否
し
て
暴
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
介
護
す
る
方
も
対

応
に
困
り
、
禁
止
や
指
示
ば
か
り
の
関

わ
り
を
す
る
と
、
さ
ら
に
症
状
の
悪
化

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
は
「
何
も
わ
か
ら
な
い

人
」
で
は
な
く
、
物
事
は
忘
れ
て
も

「
感
情
」
や
「
気
持
ち
」
は
残
る
の
で
、

周
囲
と
の
関
わ
り
方
が
大
切
に
な
り
ま

す
。

　

認
知
症
の
ケ
ア
は
、
本
人
の
行
動
や

感
情
に
共
感
し
て
接
す
る
「
バ
リ
デ
ー

シ
ョ
ン
療
法
」
や
、
そ
の
人
の
視
点

や
行
動
を
尊
重
し
人
間
性
を
見
出
す

「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」

な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
最
近
は
、「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
見
つ
め
る
」「
話
し
か
け
る
」「
触

れ
る
」「
立
つ
」
を
ケ
ア
の
柱
と
し
、

病
人
と
で
は
な
く“

人
間”

と
し
て
接

す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
を
作
り
、
優
し

さ
の
感
情
を
引
き
出
す
ケ
ア
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
放
送
や
書
籍
、
介
護
や

看
護
の
現
場
に
お
い
て
も
「
会
話
も
で

き
ず
大
声
を
あ
げ
て
介
護
に
抵
抗
し
て

い
た
人
が
、
あ
り
が
と
う
と
言
っ
た
」

な
ど
、
そ
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
回
は
、
具
体
的
な
ケ
ア
に
つ
い
て

紹
介
を
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
23
―
０
１
０
０

65 歳 S24.4.2 ～ S25.4.1

70 歳 S19.4.2 ～ S20.4.1

75 歳 S14.4.2 ～ S15.4.1

80 歳 S9.4.2 ～ S10.4.1

85 歳 S4.4.2 ～ S5.4.1

90 歳 T13.4.2 ～ T14.4.1

95 歳 T8.4.2 ～ T9.4.1

101 歳以上 T4.4.1 以前



広報くっちゃん いきいき子育て

子育てを楽しみませんか。

子育て支援センターだより

子どもの悩み
子どもの悩み
１１０番１１０番

（青少年センター）
電話22-6261

ファックス21-2144
○受　　　　　　　 月ー金 9～15時

　　　　　　ネンネ広場　　　 5 日（水）

ハイハイ・ヨチヨチ広場　　　12 日（水）

　　　　　スタスタ広場　　　19 日（水）

◎ネンネ広場は支援センターで親子遊びを、ハイハイ・

ヨチヨチ広場とスタスタ広場は保健福祉会館でわらべ

うた遊びや運動遊びを行います。

■申込み／ 10 月 6 日（月）9時 30 分～

　参加される親子さんは動きやすい服装、汗拭きタオ

ル、飲み物を用意してください。

　10 月 29 日（水）と 11 月 12 日（水）、19 日（水）

の午前は、子育て講座・広場のためセンターは閉館と

なり、午後から開館します。

子育て支援センター（南 2東 1）☎ 22-0419
開館時間 9 時 30 分～ 17 時（4月～ 10 月）

（正午～ 13 時は玩具等の消毒のため一時閉館）
休館日　日曜日、祝日、年末年始

－9－

★ 11 月の広場のお知らせ

親子スポーツクラブ
メンバー募集

★開館時間についてのお知らせ

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
『
親
子
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
』
で
は
、
引
き
続
き
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
親
子
で

体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
、
元
気
に
遊

び
ま
せ
ん
か
？

★
対
象
／
２
歳
頃
か
ら
の
お
子
様
と
そ

の
保
護
者
（
２
歳
未
満
は
要
相
談
）

★
内
容
／
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

体
操
、
製
作
、
英
語
遊
び
、
季
節
の
行

事
な
ど

　

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

★
日
時
／
11
月
11
日
（
火
）
10
時
30
分

〜
12
時
30
分　

　

出
店
希
望
者
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
バ
ザ
ー
に
関
す
る
申
込
・
連
絡
先
／

阿
倍
☎
０
８
０
―
１
８
９
３
―
１
８
３
１

松
本
☎
０
８
０
―
５
５
９
９
―
６
１
５
９

（
お
問
い
合
わ
せ
時
間
：
９
時
〜
16
時
）

★
日
時
／
毎
週
火
曜
日
10
時
〜
11
時
30

分★
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
絵
本

館
隣
接
）

★
会
費
／
月
額
４
０
０
円
の
ほ
か
、
入

会
時
に
保
険
代
子
ど
も
８
０
０
円
・
大

人
３
０
０
円
。

★
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
絵
本

館
隣
接
）

★
内
容
／
服
、
お
も
ち
ゃ
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
品
、
日
用
品
な
ど

★
持
ち
物
／
小
銭
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
バ
ザ
ー
一
般
出
店
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

親
子
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブバザ

ー
の
お
知
ら
せ

★
申
込
先
／

阿
倍
☎
０
８
０
―
１
８
９
３
―
１
８
３
１

松
本
☎
０
８
０
―
５
５
９
９
―
６
１
５
９

（
お
問
い
合
わ
せ
時
間
：
９
時
〜
16
時
）

　厚生労働省では、「国民お

一人お一人、「ねんきんネッ

ト」等を活用しながら、高齢

期の生活設計に思いを巡らし

ていただく日」として、11（い

い）月 30（みらい）日を「年

金の日」としました。

1
い い

1月3
みらい

0日は 「年金の日」

　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」

で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未

来の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでも

ご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給

見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパ

ターンの試算をすることもできます。

　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホー

ムページでご確認いただくか、小樽年金事務所にお問

い合わせください。

■お問い合わせ／小樽年金事務所　☎ 0134-65-5004



■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満

■
勤
務
場
所
／
旭
ヶ
丘
ス
キ
ー
場

■
業
種
・
募
集
人
員
／
リ
フ
ト
運
転
係

員　

若
干
名

■
賃
金
／
リ
フ
ト
運
転
係
員　

９
３
０

円
／
時
間　
（
社
会
保
険
あ
り
）

■
雇
用
期
間
／
平
成
26
年
12
月
下
旬
〜

平
成
27
年
３
月
上
旬
（
積
雪
の
状
況
に

よ
り
期
間
の
短
縮
・
延
長
が
あ
り
ま
す
）

■
勤
務
時
間
／

通
常
営
業
日
７
時
30
分
〜
16
時　

ナ
イ
タ
ー
営
業
日
７
時
30
分
〜
21
時

（
二
交
代
制
）

■
募
集
期
間
／
10
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
選
考
方
法
／
書
類
選
考
に
よ
る
（
た

だ
し
応
募
者
多
数
の
場
合
、
面
接
も
あ

り
）
経
験
者
優
先

■
応
募
方
法
／
指
定
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
総
合
体
育
館
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
／
公
園
施
設
維
持
管
理
作

業
（
草
刈
り
、
冬
囲
い
、
除
雪
等
）

■
勤
務
時
間
／
９
時
〜
17
時
30
分

■
対
象
／
65
歳
未
満
で
町
内
在
住
の
健

康
な
方

■
募
集
人
数
／
２
名

　

賃
金
や
勤
務
日
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課
施
設
維

持
係　

☎
56
―
８
０
１
１

■
入
居
申
込
期
間
／
10
月
１
日
（
水
）

〜
10
月
15
日
（
水
）
※
期
間
経
過
後
は

今
回
の
募
集
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
世
帯
向
け

・
ひ
ま
わ
り
団
地
（
北
６
西
５
）

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

・
む
つ
み
団
地
（
南
８
西
２
）

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

　

修
繕
等
が
完
了
し
て
か
ら
の
入
居
に

な
り
ま
す
の
で
、
入
居
可
能
に
な
る
ま

で
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
抽
選
日
時
／
10
月
15
日
（
水
）
10
時
〜

■
会
場
／
公
民
館
２
階
中
会
議
室

■
募
集
団
地
／

○
羊
蹄
団
地
（
北
３
東
７
）

　

２
D
K
（
一
般
）
２
戸

○
え
ぞ
富
士
団
地
（
南
４
東
６
）

　

２
L
D
K
（
高
齢
者
）
１
戸

■
申
込
場
所
／
公
民
館
２
階
中
会
議
室

■
受
付
期
間
／
10
月
９
日
（
木
）
〜
11

日
（
土
）
９
時
〜
19
時
30
分
（
最
終
日

は
17
時
ま
で
）

■
入
居
予
定
日
／
平
成
26
年
12
月
中
旬

※
収
入
等
入
居
に
あ
た
り
制
限
あ
り
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
町
道
営
住

宅
指
定
管
理
者
M
M
S
・
H
B
S
グ
ル
ー

プ
（
☎
０
１
３
４
―
34
―
１
３
７
３
）

■
日
時
／
10
月
15
日
（
水
）
13
時
30
分

■
定
員
／
35
人

■
見
学
場
所
／
ひ
ら
ふ
坂
・
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
、
倶
知
安
中
学
校
、
琴
平
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
町
広
報
広
聴
係
ま
で
、

電
話
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
先
着
順

と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

くらしのガイド 10 月号

町内の各種グループ・サークルの催しなどをお寄せください

※掲載希望月の前月 10 日までに

企画振興課広報広聴係へ要連絡

－10－

※
10
月
31
日
は
町
道
民
税
と
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納
期
限
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

■町税務課　☎ 22-1121（代表）

町道民税 ･軽自動車税のこと (窓口⑧ )▷住民税係☎ 56-8003
税金の納付方法 ､納税相談 (窓口⑨ )　▷納 税 係☎ 56-8002
固定資産税のこと（窓口⑩）　　　　　 ▷資産税係☎ 56-8004

　■HP www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/zeimu/zeimutop.jsp

絡

税係☎ 56-8003

納税だより

ジャガ太からの伝言

公的年金からの町道民税の特別徴収　　　　

10 月からの公的年金特別徴収（引落し）について
■対象者と特別徴収される税額
　平成 26 年 4 月 1 日に 65 歳以上で、前年中の公的年金に係
る町道民税額が生じた方は、次の①又は②のとおりとなりま
す。
①平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日に 65 歳になった
方
　今年 10 月から公的年金特別徴収が始まります。年税額の
半分を 2回に分けて（6月・8月納期分）納付書や口座振替
で納め（普通徴収）、残りの半分を 3回に分けて（10 月・12 月・
2月分）年金から引落し（特別徴収）となります。
②平成 25 年 4 月 1 日以前に 65 歳になった方
　引き続き年金より引落しとなります。今年の 2月分年金か
ら引落しされた額と同じ額を 4月・6月・8月分年金から引
落し（仮徴収）、年税額から仮徴収の額を差引いた残りの額
を 3回に分けて（10 月・12 月・2月分）年金から引落し（本
徴収）となります。
※公的年金より特別徴収される町道民税は公的年金に係る分
　のみです。公的年金以外の所得に係る町道民税は、公的年
　金特別徴収とは別に納付書、口座振替又は給与天引きによ
　り納めていただきます。
※次に該当する方は対象となりません。
　・介護保険料が年金から引落しされていない方
　・町道民税の引落し額が公的年金の額を超える方
　・年金の給付額の年額が 18 万円未満の方・・・・・など
■公的年金からの特別徴収の中止
　町外へ転出、死亡、所得の修正などにより町道民税額が変
更となった場合は、公的年金からの特別徴収は中止となり、
普通徴収へ切替えとなります。その場合は、改めて通知しま
す。
■お問い合わせ／税務課住民税係 ☎ 56-8003（直通）

町
総
合
体
育
館　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
―
２
２
８
８

旭
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
従
業
員

募集

公
園
施
設
維
持
管
理
業
務

町
建
設
課
住
宅
係　
　
　
　
　
　
　

☎
56
―
８
０
１
２

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
企
画
振
興
課
広
報
広
聴
係　
　
　
　

☎
56
―
８
０
０
１

町
内
施
設
見
学
会
参
加
者
募
集



広報くっちゃん くらしのガイド

－11－

Ｒ
Ｃ
ひ
ま
わ
り
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

■
対
象
／
成
人
女
性
（
年
齢
不
問
）

■
月
会
費
／
２
０
０
円

■
活
動
日
時
・
場
所
／
毎
週
水
曜
日
10

時
〜
12
時　

町
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ
／

新
谷
☎
０
９
０
―
６
２
１
２
―
３
８
４
９

　

初
心
者
・
未
経
験
者
歓
迎
！
運
動
不

足
解
消
に
ぜ
ひ
!!

　

赤
十
字
の
基
本
理
念
を
理
解
し
、
雪

上
（
ス
キ
ー
場
）
で
の
思
い
が
け
な
い

事
故
か
ら
自
分
自
身
を
守
る
と
と
も

に
、
急
病
人
や
ケ
ガ
人
を
正
し
く
救
助

し
て
、
救
急
隊
員
な
ど
に
引
き
継
ぐ
ま

で
の
応
急
の
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
全
課
程
修
了
者
に
受
講
証

を
、
検
定
合
格
者
に
赤
十
字
雪
上
安
全

法
救
助
員
Ｉ
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
８
日
（
土
）
９
時
〜
17
時

■
場
所
／
町
役
場
３
階
会
議
室

■
受
講
対
象
／
満
18
歳
以
上
の
赤
十
字

救
急
法
救
急
員
の
資
格
（
認
定
証
発
行

日
か
ら
３
年
以
内
）
を
有
し
、
か
つ
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
技
能
検
定
２
級
に
相

当
す
る
技
術
を
有
す
る
方

■
受
講
料
／
７
０
０
円
（
当
日
）

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、タ
オ
ル
２
枚
、

救
急
法
救
急
員
認
定
証
、
動
き
や
す
い

服
装
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
等
）

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／
10
月

17
日
（
金
）
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
救
急
法
救
助
員

認
定
証
の
写
し
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
を
添
え

て
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
（
役
場

住
民
課
生
活
安
全
係
内
）

☎
56
―
８
０
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
２
０
４
４

こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

道
路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
い
て
通

行
で
き
な
い
／
不
便
な
場
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
郵
便
ポ
ス
ト
を
移
設
し
て
ほ

し
い
／
登
記
や
社
会
保
険
に
つ
い
て
、

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る

※
10
月
の
行
政
相
談
週
間
に
あ
わ
せ
て

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行

政
相
談
委
員
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分

〜
16
時

■
場
所
／
公
民
館
２
階

■
相
談
員
／

高た
か
は
し橋　

政ま
さ
つ
ぐ嗣　

☎
22
―
０
８
２
９

山や
ま
し
な品　

幸ゆ
き
こ子　

☎
22
―
０
８
５
１

■
函
館
行
政
評
価
分
室
で
も
常
時
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

　

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

■
日
時
／
10
月
９
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

■
場
所
／
保
健
福
祉
会
館
会
議
室

■
内
容
／
「
納
得
の
人
生
を
生
き
る
た

め
に
」　

洞
爺
温
泉
病
院　

ホ
ス
ピ
ス

長　

岡
本
拓
也

 

「
知
っ
て
安
心　

緩
和
ケ
ア
の
話
」
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護
師　

長
屋
眞
弓

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
の
医
療

と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
話
し
し
ま
す
。
質
問
の
時
間
も
設
け

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
、
参

加
費
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
洞
爺
温
泉
病
院
医

療
相
談
室
☎
０
１
４
２
―
87
―
２
３
１
１

　

日
本
の
文
化
は
、
我
々
が
日
々
の
生

活
を
通
し
て
手
仕
事
の
道
具
に
親
し

み
、
職
人
の
技
が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と

で
養
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高

度
経
済
成
長
に
よ
る
大
量
生
産
・
大
量

消
費
は
、
我
々
の
生
活
だ
け
で
な
く
、

文
化
を
も
大
き
く
変
容
さ
せ
ま
し
た
。

　

風
土
館
に
は
３
万
点
余
り
の
歴
史
資

料
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は

日
々
の
生
活
を
支
え
て
い
た
動
具
類
で

す
。
今
回
、収
蔵
庫
の
公
開
に
合
わ
せ
、

手
仕
事
道
具
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
我
々
の
生
活
の
道
具
を
通
じ
て
、

日
本
の
文
化
の
あ
り
方
を
見
直
す
試
み

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
聴
下
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
18
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

■
場
所
／
風
土
館
２
階

■
演
題
／
手
仕
事
か
ら
見
た
北
海
道

■
講
師
／
久
野
恵
一
さ
ん
（
鎌
倉
市
在

住
、
手
仕
事
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
宰
）

■
入
館
料
／
１
０
０
円
（
高
校
生
以
下

は
無
料
）

■
日
時
／
10
月
21
日
（
火
）
10
時
〜
15
時

■
場
所
／
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容
／
暮
ら
し
を
支
え
る
法
律

の
ア
ド
バ
イ
ス
（
相
続
関
係
、
遺
産
分

割
協
議
書
の
作
成
、
会
計
帳
簿
・
決
算

書
の
作
成
な
ど
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
行
政
書
士

会
小
樽
支
部　

副
支
部
長　

齋
藤
知
之

字
岩
尾
別
44
番
地
55
☎
22
―
６
６
６
７

■
日
時
／
10
月
５
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

■
場
所
／
町
公
民
館

■
曲
目
／
よ
う
か
い
体
操
第
一
、映
画「
ア

ナ
と
雪
の
女
王
」
主
題
歌
レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ゴ
ー
、
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
、
歌
劇

「
ポ
ル
チ
ー
チ
の
唖
娘
」
序
曲　

他

　

ビ
ザ
の
更
新
等
の
手
続
き
の
場
所
が

変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
札
幌
入
国
管
理

局
小
樽
港
出
張
所
に
お
い
て
行
っ
て
お

り
ま
し
た
在
留
審
査
諸
手
続
き
（
在
留

資
格
、
在
留
期
間
の
更
新
等
）
の
手
続

き
が
、
小
樽
港
出
張
所
の
業
務
内
容
変

更
の
見
直
し
の
た
め
10
月
３
日
を
も
ち

ま
し
て
業
務
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

倶
知
安
町
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の

方
は
、
本
年
10
月
６
日
よ
り
札
幌
入
国

管
理
局
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
札
幌
入
国
管
理
局

☎
０
１
１
―
２
６
１
―
９
６
５
８

札
幌
市
中
央
区
大
通
12
第
３
合
同
庁
舎

窓
口
受
付
時
間
：
月
〜
金　

９
〜
16
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

（E
n
glish

）h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.

kutchan.hokkaido.jp/new
s/living_

infom
ation/1739

世
界
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
デ
ー

講
演
会

倶
知
安
風
土
館　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
―
６
６
３
１

収
蔵
庫
の
公
開
と
講
演
会

暮
ら
し
の
法
律
無
料
相
談

町
住
民
課
住
民
係　
　
　
　
　
　
　

☎
56
―
８
０
０
７

外
国
人
の
方
へ
お
知
ら
せ

周知

倶
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

会
員
募
集

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

開催

町
住
民
課
生
活
安
全
係　
　
　
　
　
　

☎
56
―
８
０
０
５

公
民
館
で
特
設
行
政
相
談
所
開
設



　

小
樽
市
を
除
く
後
志
管
内
19
町
村
で

は
、
第
４
地
区
教
科
書
採
択
教
育
委
員

会
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
を
組
織

し
、
平
成
27
年
度
よ
り
使
用
さ
れ
る
小

学
校
の
教
科
書
の
検
討
を
行
い
、
採
択

し
ま
し
た
。
採
択
に
関
す
る
資
料
に
つ

き
ま
し
て
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
に
て
開
示
い
た
し
ま
す
。

■
開
示
す
る
資
料
に
つ
い
て
／

①
協
議
会
委
員
一
覧
、
②
調
査
委
員
一

覧
、
③
調
査
研
究
報
告
書
、
④
採
択
理

由
、
⑤
採
択
結
果
、
⑥
議
事
録

■
閲
覧
期
間
／
平
成
26
年
９
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
留
意
点
／
公
表
に
つ
き
ま
し
て
は
原

則
閲
覧
方
式
と
し
て
お
り
、
閲
覧
を
す

る
際
に
閲
覧
簿
に
閲
覧
日
、
氏
名
、
住

所
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

め
、
野
犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も

対
象
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
１
日
〜
12
月
30
日

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
等
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

犬
を
飼
育
し
な
い
。

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る
。

③
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行

い
、
登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を

首
輪
に
つ
け
る
。

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
は
す
ぐ
に
役

場
に
連
絡
す
る
。

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に
！

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
」

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及

び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北

海
道
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
額
／
時
間
額
７
４
８
円

■
効
力
発
生
年
月
日
／
10
月
８
日（
水
）

　

寒
別
橋
修
繕
工
事
に
よ
る
寒
別
・
豊

岡
間
の
町
道
通
行
止
め
（
10
月
１
日

〜
）
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
３
系
統

（
富
士
見
・
巽
・
豊
岡
方
面
）
の
ル
ー

ト
と
ダ
イ
ヤ
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

■
変
更
期
間
／
平
成
26
年
10
月
１
日
〜

平
成
27
年
３
月
25
日

　

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
変
更
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
月
の
広
報
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

森
山　

智
子
さ
ん
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
給
食
調
理
員
（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
）
平
成
26
年
９
月
１
日
付
）

くらしのガイド 10 月号

－12－

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安町消費者協会

消費者協会ニュース

男女平等参画講演会

■日時／ 10 月 6 日（月）13 時～

■場所／倶知安町文化福祉センター中ホール

「終活のススメ」司法書士　坂口亜子さん

どなたでも参加できます。

☆ 11 月 1 日～ 5 日の日程で、町文化祭に協

賛して「生活展」を開催します。

1. 冬のくらしアンケートを町民から書いて

いただきます。

2. 臨時消費生活相談所を開設します。

3. その他「地産地消コーナー」生活の工夫

―リサイクル作品など数多く展示いたしま

す。

ご来場くださいますようご案内致します。

■消費生活相談室（公民館 1階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■時間外の緊急相談は☎ 22-2101（荒野）

◆じゃがりん号ニュース◆
　金比羅祭期間中ルートの一部を変更します（ダイヤは変更なし）

　10 月 9 日（木）～ 11 日（土）の 3 日間、通行規制されますので、下図のと

おりルートを一部変更します。

●「くとさん外科」停留所は“やまぐち菓子舗”（現在の場所から 30m ほど西側）

に停車します。

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　
　
　
　

☎
56
―
８
０
１
８

平
成
27
年
度
使
用
小
学
校

教
科
書
用
図
書
の
採
択
資
料
公
開

周知

町
環
境
対
策
課
地
域
衛
生
係　
　
　

☎
56
―
８
０
０
８

野
犬
掃
討
を
実
施

北
海
道
最
低
賃
金

町
企
画
振
興
課
企
画
係　
　
　
　
　
　

☎
56
―
８
０
０
１

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
・

ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す

パ
ー
ト
職
員
等
採
用
結
果



広報くっちゃん くらしのガイド

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

『倶知安町警察署＆倶知安町防犯協会』 からのお知らせです。

ごめいふくをお祈りします

－13－

田
た な か

中 　こころちゃん　　　　　　
　　（父　健二　母　美加）

佐
さ さ き

々木　　梛
なぎ

　ちゃん　　　北 4西 4 　　
　　（父　悟　　母　沙織）

石
い し い

井 　道
み ち た

太 ちゃん　　　北 4東 2
　　（父　道人　母　碧　）

佐
さ こ お か

古岡　珀
は く

空 ちゃん　　　
　　（父　俊太　母　有紗）

丸
ま る や ま

山 　結
ゆ い

衣 ちゃん　　　
　　（父　洋樹　母　優子）

後
ご と う

藤 　由
ゆ い

衣 ちゃん　　　北 6東 9
　　（父　駿弥　母　朱美）

石
い し い

井 　涼
す ず え

瑛 ちゃん　　　
　　（父　隆　　母　直子）

伊
い と う

藤 　結
ゆ き と

希斗ちゃん　　　南 6西 1
　　（父　拓也　母　静香）

渡　辺　千惠子さん (78) 　 南 4 西 2

佐々木　キミコさん (92)　　南 4東 3

加　藤　重　治さん (84)　　北 4西 3

　旭　　郁　久さん (68)　　南 1西 1

原　田　　豊　さん (90)　　字八幡

那　須　智　子さん (61)　　北 4西 4

谷　村　信　子さん (83)　　北 6西 3

前　坂　　博　さん (93)　　北 5東 2

篠　原　　進　さん (66)　　字八幡

9 月 12 日 ( 金 ) までに住民課住民係へ届け出

があったもので、承諾を受けた内容について掲

載しています。

平成 26年 平成 25年
人　身 25件 26件
物　損 357 件 384 件
死　者 1名 0件

7 月末までの
町内交通事故発生状況

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
期
間
：
10
月

15
日
〜
10
月
31
日
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
日
に
日
に
寒
さ

が
厳
し
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し
て

き
ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー
ブ

等
を
使
用
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
な
ど
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
使

用
す
る
前
に
点
検
を
行
っ
て
注
意
し
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 26年 平成 25年
火　災 8件 9件
救　急 527件 527件
救　助 16件 14件
その他 57件 73件

全道秋の火災予防運動　統一標語：「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

8 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

主
な
事
件

▽
自
転
車
盗
難
の
発
生

　

駐
輪
場
に
無
施
錠
で
と
め
て
い
た
自
転

車
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
窃
盗
未
遂
事
件
の
発
生

　

会
社
工
場
の
出
入
り
口
窓
ガ
ラ
ス
が
割

ら
れ
、
工
場
内
に
入
ら
れ
た
う
え
物
色
さ

れ
ま
し
た
が
、
被
害
品
は
な
か
っ
た
窃
盗

未
遂
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
事
故

▽
８
月
１
日
、
駐
車
場
内
で
、
後
方
不
注

視
の
ま
ま
後
退
し
た
こ
と
か
ら
、
停
車
中

の
車
両
に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

▽
８
月
２
日
、
国
道
の
直
線
路
で
、
前
方

不
注
視
の
た
め
、
信
号
待
ち
停
止
中
の
車

両
に
追
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
８
月
16
日
、

国
道
の
交
差
点

で
、
脇
見
を
し

た
車
両
が
、
信

号
待
ち
中
の
車

両
に
追
突
す
る

事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　短い夏も終わり、いよいよ冬が近づいてきました。北海道の冬

のトラブルで多いのは、落雪のトラブルです。「隣の家の屋根か

ら落雪があり、困っている。」、「落雪で自動車が破損した。」といっ

た具合です。

　隣家の屋根からの落雪で、雪が敷地に侵入してくるような場合、

妨害排除請求権といって、その侵入を排除するよう求めることが

出来ます。また、落雪防止措置が不十分なため、何らかの損害が

出た場合、その土地の占有者や所有者に対し、その損害の賠償を

求めることが出来る場合もあります（工作物責任といいます。）。

　もっとも、記録的な大雪により、一般的に要求される落雪防止

措置を講じていた場合であったとしても落雪が避けられないよう

な場合、つまり、「不可抗力」で落雪を生じさせ、隣家の人に損

害を与えたような場合は、賠償責任はありません。もっとも、実

際の裁判では、「不可抗力」は中々認めてくれません。

　賠償を請求することになっても、弁護士に頼んだのでは費用的

に割に合わなかったり、「お隣さん同士なので、いきなり訴訟は…」

という方も多いと思います。その場合は、裁判所の民事調停とい

う方法もあります。裁判所で、調停委員という第三者を交えて話

をする方法です。

　どのような方法を採るべきか迷ったときは、法律の専門家に相

談することをおすすめします。

　最後に、トラブルにならないよう、厳しい冬に備えて、しっか

りと準備をしましょう。

落
雪
ト
ラ
ブ
ル
に

備
え
て

人の動き　平成 26 年 8月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

15,314 人

 7,619 人

 7,695 人

7,598 世帯

（前月比  +18）

（前月比  +13）

（前月比   +5）

（前月比  +17）

うち外国籍住民 278人（前月比   -1）

倶知安ひまわり
基金法律事務所

弁護士渡邉　恵介
　☎ 21-6228

　    www.kutchan-himawari-
          lawoffi ce.com

HP

初
回
相
談
無
料



アート・イベントのお知らせ

ミュージアム通信
小川原脩記念美術館
☎ 21-4141　FAX 21-4142

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

somoa/index.jsp

倶知安風土館
☎ 22-6631　FAX 22-6632

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/town/

huudokan/huudokan.jsp

ミュージアム通信 10 月号

木田金次郎美術館☎ 0135-63-2221

開館 20 周年記念特別展示

木田金次郎と「絵の町・岩内」

会期：開催中 11 月 3 日（月・祝）まで

開館 20 周年記念特別展示　

夕張市美術館コレクション展

会期：開催中 10 月 26 日（日）まで

西村計雄記念美術館☎ 0135-72-2525

開館 15 周年記念展

「西村計雄美術館　15 年のあゆみ」

会期：10 月 17 日（金）

～平成 27 年 2 月 22 日（日）まで

荒井記念美術館☎ 0135-63-1111

「荒川好夫写真展『北海道　冬』

～蒸気機関車Ｃ 62 栄光の記録～」

会期：開催中　平成 27 年 2 月 22 日（日）まで

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

10 月の休館日
1～ 3、7、14、21、28 日

展覧会のお知らせ

　今年も芸術の秋がやってきました。冷たく澄んだ空気と温かな色

あいに染まった山々。自然が描きだす秋の芸術とともに、美術館を

お楽しみください。お待ちしております。

－14－

常設展示

企画展示

町

長

室

か
ら

　

秋
も
深
ま
り
朝
夕
め
っ
き
り
と
冷
え
込
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
冬
の
足
音
が

聞
こ
え
始
め
る
季
節
を
迎
え
、
北
海
道
の
例

大
祭
で
最
後
を
飾
る
金
毘
羅
祭
も
目
前
と
な

り
ま
し
た
。
作
物
の
収
穫
期
を
む
か
え
、
農

家
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
事

故
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
無
事
に
収
穫
を
終

え
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
９
月

末
に
始
ま
り
、
既
に
行
わ
れ
た
２
会
場
で
は

多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お

知
恵
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
次
代
の
倶
知
安
町

を
一
緒
に
考
え
て
い
く
場
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
町
政
に
活
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
10
月
に
は
８

会
場
で
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
、
ど
こ
の
会
場
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
、
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
訓
練
で
は
町

外
へ
の
避
難
訓
練
と
し
て
、
伊
達
市
大
滝
区

へ
の
避
難
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
報
紙

９
月
号
、
10
月
号
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て

い
る
対
象
地
域
に
お
住
い
の
住
民
の
方
々
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
訓
練
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

福
島
世
二

フリーマーケット開催
■日時／ 10 月 18 日（土）10 時～ 14 時

　　　　　　　　　　　　　（雨天中止）

■場所／倶知安風土館側前庭（アプローチ）周囲

ロビー展示

常設展示

「小川原脩　自伝風な展覧会　定番作品展」

　開館以来 15 年、幾度となく展示室の壁を飾った定番作品の数々。

ドラマチックに変容する小川原脩の作品世界をご覧ください。

会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

企画展示

「羽山　雅愉　展」

　羽山さんが描く街の風景は、瑞々しい幻想性、ノスタルジー、そ

して臨場感をも感じさせます。

会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

関連事業：アーティスト・トーク　羽山雅愉

　　　　　日時：10 月 11 日（土）14 時～ 15 時　

　　　　　講師：羽山雅愉（出品作家）

　　　　　会場：美術館映像ルーム、展示室内　　

　　　　　料金：観覧料のみ

ロビー展示　※観覧無料

　北口さつき「Four Seasons 秋」10 月 26 日（日）まで

　倶知安の秋を描いた、北口さつきさんの作品がロビーを彩ります。

　会期中、自由に参加できる「小瓶につめよう！小さな秋みつけた」

ワークショップを開催。

アート・イベントのお知らせ 

土曜サロン

　10 月 25 日（土）「レアリスム画家クールベ」

時間：14 時～ 15 時　講師：当館館長柴 勤

会場：美術館映像ルーム（聴講無料）

ルベ」

天使は描かない！

※左ページで紹介している小川原脩の作品『狩猟する男』（1955

年）が北海道大学総合博物館『美術の北大展』で展示されます。

10 月 4 日（土）～ 11 月 30 日（日）北海道大学総合博物館 3 階

企画展示室（札幌市北区北 10 条西 8丁目北大キャンパス内）



広報くっちゃん ミュージアム通信

―秋色の高層湿原― 379 回

　羊蹄山を見上げたら、山頂が色づき始めている。

日々紅葉が、一年で最も自然を美しく彩る装いが山

麓を下りてくる。

　今回、皆さんに紹介したいのは、鏡沼である。ニ

セコアンヌプリの東北側、標高 570m にある地すべ

り台地にあり、水面を広く湿原が取り囲んでいる。

流れ込む渓はなく、流れ出す河川もない。降雪でも

たらされる水分で維持されている高層湿原である。

　当初は今の湿原全体が水面だったろう。何千年か

が経過するにつれて周辺から入り込む土砂や生えて

いる植物の遺体が次第に蓄積され、水面が徐々に狭

められて今に至った。だから沼の将来は想像できる。

水面は閉ざされて全体が湿原になり、さらには樹木

が生え、最終的には森林になってしまうだろう。

『狩猟時代』

1955 年　小川原　脩　画

　アトリエの壁いっぱいに架けられた、アイヌの男性像。

1955 年頃、小川原脩 40 歳代中ごろのアトリエ風景である。

終戦直前に東京から倶知安へと帰郷し、中央画壇からも離れ

風土に根づいた創作を模索していた時代である。

　これら一連の作品のうち、30 号を中心に 5 点を美術館で

所蔵しているが、平成 23 年度より行われた北海道大学での

所蔵作品調査の結果、北大クラーク会館からシリーズの 1点

が‘発見’された。作品の題は『狩猟する男』。吠え立てる

犬を肩に担ぎあげる勇壮な姿が描かれている。獲物のエゾシ

カを担いでいる本作と大変似た構図である。

　なぜ、この作品が北大に収められているのか経緯は不明だ

が、小川原脩は 1981 年までの 18 年間、北大工学部建築工学

科で造形演習の講師を務めていた縁がある。日頃朝から晩ま

でアトリエにひとりこもっている画家にとって、若い人たち

と接するこの週に一度の機会は気分的にいいものであったと

振り返っている。

－15－

　木道から眺める対岸の森には、樹齢が 400 ～ 500 年を越す見事なミズナラやイタヤが林立する。樹木の大き

さから判断すると、どうやら伐採を免れているようだが、巨樹の残された範囲は湿原の東側にそって、ほんの

数100mに過ぎない。この地域で斧を知らない森林は皆無に近い。沼と共に、とても貴重と断言して間違いない。

　晴天の日中を選び、ぜひ訪れられることをお勧めしたい。澄んだ水をたたえる鏡沼の水面は周囲の森林や青

空を映し、取り囲む湿原は黄錆色を装う。周辺の木々の紅葉と共に、陽光の中で色彩が踊り、微風が交錯する。

自然と自分とが交響する喜びに身を置くことができる稀有の空間。ただし、くれぐれも湿原の中に踏み入れぬ

ように。　　　（画像撮影：村上尚美さん）



絵本館 10～ 18 時（水曜休館） 公民館 3階図書室 10～ 18 時（月曜休館）

新
着
図
書
の
案
内

い
し
の
は
な
し　
　
　
　
　

ダ
イ
ア
ナ
ア
ス
ト
ン

カ
イ
ジ
ュ
ウ
ゴ
ッ
コ　
　
　

山
本
孝

ぼ
く
ら
の
太
平
洋
戦
争　
　

宗
田
理

し
ん
で
く
れ
た　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

も
し
、
あ
な
を
ず
っ
と
ほ
っ
て
い
く
と
ち
き
ゅ
う

の
う
ら
に
で
ら
れ
る
の
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き
む
ら
ゆ
う
い
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し
ゅ
く
だ
い
さ
か
あ
が
り　

福
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岩
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広
報
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ゃ
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■
印

刷
　
（

有
）

旭
太

陽
堂

印
刷

～ご家族みんなで朝から野菜を食べる習慣を～

きのこのあったかスープ
1 人分　エネルギー 73Kcal

　　　　　　　塩分 1.1g

　昨年度のお子さんの健診アンケートで、朝ごはん

を食べていない子は 0 人でした。とってもうれしい

ことです。1 つ気になったのは、野菜を食べる習慣

がないお子さんが多いことです。1歳半の3人に1人、

3歳の 2人に 1人は食べていませんでした。

　野菜には、便秘を予防してくれたり、風邪をひき

にくい体を作ったりと、体の調子を整えてくれる働

きがあります。小さいうちから食べる習慣を身につ

けると、将来の生活習慣病予防にもつながっていき

ます。どの世代も元気に生活するために野菜を朝食

から食べる習慣を作っていきましょう。

栄養士　岩井麻未

✿材料（4人分）

しめじ…………1袋

白菜……………1/8 個

ベーコン………1枚

牛乳……………カップ 2杯

（400cc）

塩………………小さじ 1/4

✿作りかた

①しめじは石づきをとって、小房に分けておく。しいたけ

は薄切りに、人参は千切りに、白菜はぶつ切りにしておく。

ベーコンは 1cm 幅に切っておく。

②鍋に水、白菜、にんじん、ベーコン、コンソメを入れて、

ある程度火が通ったら、きのこを入れて煮る。

③牛乳を入れて、あたたまったら、塩を入れて味を整える。

④大人はお好みでこしょうを入れる。

学
校
の
怪
談　
　
　
　
　
　

岡
崎
弘
明

は
ら
ぺ
こ
ソ
ー
ダ
く
ん　
　

岩
本
明
子

さ
よ
な
ら
、
手
を
つ
な
ご
う　

中
村
航

北
欧
の
切
り
紙
イ
ン
テ
リ
ア･

モ
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Jens Funder-N
elsen

　

お
は
な
し
会
『
こ
び
と
の
森
』

■
日
時
／
10
月
25
日
（
土
）
11
時
〜
11
時
30
分

大
型
絵
本
、
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

★
10
月
28
日（
火
）は
図
書
整
理
日
の
た
め
お
休
み
。

今
月
の
新
書

明
日
の
子
供
た
ち　
　
　
　

有
川　

浩

ハ
ケ
ン
ア
ニ
メ
！　
　
　
　

辻
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しいたけ………2枚

にんじん………少量

水………………カップ 2杯

（400cc）

コンソメ………1個

こしょう………お好みで

寒くなってきたこ

の季節にはあた

たかいスープが

あると心がホッ

となりますね。
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